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本日の構成

p熱中症とは？

p熱中症の発生状況

p厚生労働省における熱中症対策と，
法令改正による規制強化

p労働現場における熱中症防止対策

p芸術・芸能の職場における熱中症対策を考える
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１．熱中症とは？

p熱中症とは？

p熱中症の発生状況

p厚生労働省における熱中症対策と，
法令改正による規制強化

p労働現場における熱中症防止対策

p芸術・芸能の職場における熱中症対策を考える
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1. 熱中症とは？

p 熱中症とは
n 高温多湿な環境下において，

n 体内の水分・塩分のバランス
が崩れたり，

n 体内の調整機能が破綻するな
どして発症する

障害の総称です。

p 熱失神，熱痙攣，熱疲労，
熱射病が主な症状です。

p 重症度によってI度，II度，
III度，IV度に分類されま
す。
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※ イラストの作成に生成AIを用いていますが，発表者の指示に基づいて作成したものであり，内容については発表者が責任を負います。



熱中症のメカニズムの概要
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暑熱ばく露

体温上昇

皮膚血管拡張反応 発汗反応

体温上昇防止

熱失神（熱虚脱） 熱痙攣

熱疲労（熱疲はい）体温上昇

熱射病

死亡

血圧低下
脳に血液が行かなくなる

血中の塩分不足

水分・塩分不足（脱水）

重篤な後遺症

Ⅰ度（軽症）

Ⅱ度（中等症）

Ⅲ度・Ⅳ度（重症）

脱水で汗をかけない，皮膚に集める血液がない

気化熱熱伝導

高体温による
筋肉や臓器の障害

体温上昇が止まらなくなる

仕事・運動

適切な対応が取られないと・・・

どこかでこの流れを止めれば
熱中症にならない
（または重症化しない）



２．熱中症の発生状況

p熱中症とは？

p熱中症の発生状況

p厚生労働省における熱中症対策と，
法令改正による規制強化

p労働現場における熱中症防止対策

p芸術・芸能の職場における熱中症対策を考える
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どんどん暑くなる日本
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真夏日：最高気温が30℃以上



どんどん暑くなる日本
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熱帯夜：最低気温が25℃以上



どんどん暑くなる日本
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猛暑日：最高気温が35℃以上



熱中症による救急搬送人数の推移
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出典： 消防庁，「消防の動き」
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熱中症死亡者数（総数および労働災害）
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出典：（総数）人口動態調査／（労働災害）厚生労働省安全衛生部

※2025年の死亡者数（総数）は
6月～9月の死亡者数（概数）



業種別死傷者数・死亡者数の割合

出典：厚生労働省安全衛生部，2010～2025年の合計
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建設業・警備業・農業・林業での
死亡率が高い

共通点
• 屋外作業が多い
• 休憩所の整備が難しい場合が多い



事業所規模と熱中症死亡者数

p 熱中症死亡災害の大半は小規模事
業場で発生。
n 10人未満の零細企業で47%，50人未満

の小企業で82%を占める。

n 大企業では熱中症死亡災害はほとんど
起きなくなっている

n 小規模事業場では熱中症対策が不十分
な可能性が高い。

p 小規模事業場ならびに小規模現場
における対策が必要。

2011～2020年の熱中症死亡災害176件の解析結果
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業種別・規模別の熱中症死亡者数
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2011～2020年の熱中症死亡災害176件の解析結果

職場での熱中症は少数派だが，特定の業種，小規模
事業場では死亡者が多い状況。

残存リスクはどこにあるのだろうか？

小規模な建設業での
死亡事例が非常に多い

警備業は必ずしも小規模でなくても発生している
製造業・運輸業は
規模に関わらず発生している



３．厚生労働省による熱中症対策と
法令改正による規制強化

p熱中症とは？

p熱中症の発生状況

p厚生労働省における熱中症対策と，
法令改正による規制強化

p労働現場における熱中症防止対策

p芸術・芸能の職場における熱中症対策を考える
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熱中症対策の法的根拠（１）
労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）
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労働安全衛生法

（事業者の講ずべき措置等）

第二十二条 事業者は、次の健康障害を防止するため必要な措置を講じなければならない。

一 原材料、ガス、蒸気、粉じん、酸素欠乏空気、病原体等による健康障害

  二  放射線、高温、低温、超音波、騒音、振動、異常気圧等による健康障害

三 ・・・

（罰則）

第百十九条 次の各号のいずれかに該当する者は、六月以下の拘禁刑又は五十万円以下の罰
金に処する。

一 第十四条、第二十条から第二十五条まで、（中略）・・・の規定に違反した者

令和7年6月1日施行分にて
「懲役」⇒「拘禁刑」に改正

今回，「熱中症対策が罰則付きで義務化」と報じられていますが，
実際には昭和47年時点にて「罰則付きで義務化」されていました。
⇒ では，今まではどのような内容が罰則付きで義務化されていたのでしょうか？

「事業者」に課せられた義務であり，
「労働者」であるかは問われていない



熱中症対策の法的根拠(2)
労働安全衛生規則（2025/6/1施行以前）

p 改正以前から熱中症対策は「罰則付きで義務化」されていました

p ただし，2025/6施行以前は対象作業場が下記に限定されていました

n 暑熱・寒冷・多湿の屋内作業場における温湿度調節の措置（606条）

n 暑熱・寒冷・多湿の屋内作業場における作業環境測定（607条）

n 溶融炉等のある屋内作業場における保護措置（608条）

n 加熱された炉の修理における保護措置（609条）

n 坑内における保護措置と気温の測定（611・612条）

p 唯一，下記の条文は「全ての暑熱作業場」が対象となっていました

n 多量の発汗を伴う作業場における塩・飲料水を備えること（617条）
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昭和22年制定時から内容が変わっておらず，最近多発している建設業等の夏季屋外作業場等に対応
できていませんでした（617条を除く）
⇒ 実際の対策は通達ベースであり，熱中症を防止するための抜本的対策が急務となりました

この部分は
昭和22年当時から
ほとんど変更なし



厚生労働省における熱中症対策の強化の動き
（R7.1.27, 第174回 労働政策審議会 安全衛生分科会）

出典：厚生労働省 安全衛生分科会資料
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労働安全衛生規則の改正
（令和7年4月15日改正，6月1日施行）
今回追加された条文

（熱中症を生ずるおそれのある作業）

第六百十二条の二 事業者は、暑熱な場所において連続して行われる作業等熱中症を生ずる
おそれのある作業を行うときは、あらかじめ、当該作業に従事する作業従事者が熱中症の自
覚症状を有する場合又は当該作業に従事する作業従事者に熱中症が生じた疑いがあることを
当該作業に従事する他の作業従事者が発見した場合にその旨の報告をさせる体制を整備し、
当該作業に従事する作業従事者に対し、当該体制を周知させなければならない。

２ 事業者は、暑熱な場所において連続して行われる作業等熱中症を生ずるおそれのある作
業を行うときは、あらかじめ、作業場ごとに、当該作業からの離脱、身体の冷却、必要に応
じて医師の診察又は処置を受けさせることその他熱中症の症状の悪化を防止するために必要
な措置の内容及びその実施に関する手順を定め、当該作業に従事する作業従事者に対し、当
該措置の内容及びその実施に関る手順を周知させなければならない。
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出典：厚生労働省リーフレット



今回の改正（規制強化）で重要なこと

p 「暑熱作業を有するすべての事業者」に「罰則付き義務化」が課
せられたこと
n 規模，業種を問わず，「全ての事業者」です

p 雇用関係にない「一人親方」「ギグワーカー」等も対象となった
こと

n 労働安全衛生法22条は「労働者」ではなく「事業者」に対策を義務付け
ています

n 「建設アスベスト訴訟」において，一人親方等も保護すべきとの判断が
示されたことによるものです

n 熱中症に限らず全ての有害作業にて，同様の変更がなされています
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４．労働現場における熱中症防止対策

p熱中症とは？

p熱中症の発生状況

p厚生労働省における熱中症対策と，
法令改正による規制強化

p労働現場における熱中症防止対策

p芸術・芸能の職場における熱中症対策を考える
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熱中症のメカニズムからみた対策
24

暑熱ばく露

体温上昇

皮膚血管拡張反応 発汗反応

体温上昇防止

熱失神（熱虚脱） 熱痙攣

熱疲労（熱疲はい）体温上昇

熱射病

死亡 重篤な後遺症

心拍数上昇

①暑熱ばく露の評価と軽減
②作業管理（休憩，服装）

④暑熱順化

⑤健康管理

③水分・塩分
補給

⑦熱中症教育
⑧統括管理

⑥救急体制の
整備



熱中症対策のために必要なこと①
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※ イラストの作成に生成AIを用いていますが，発表者の指示に基づいて作成したものであり，内容については発表者が責任を負います。



熱中症対策のために必要なこと②
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※ イラストの作成に生成AIを用いていますが，発表者の指示に基づいて作成したものであり，内容については発表者が責任を負います。



熱中症対策のために必要なこと③
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※ イラストの作成に生成AIを用いていますが，発表者の指示に基づいて作成したものであり，内容については発表者が責任を負います。



熱中症を防止する上で特に重要なこと
①しっかりと休憩を取る

p 暑さがきついときには，休憩を
多めに取るようにしましょう。

p あまりにも暑いときには作業中
止も検討しましょう。

p 休憩場所がどこにあるか，作業
開始時に確認しておきましょう。

p 休憩するときは，少しでも涼し
い場所で休憩しましょう

n できれば冷房のきいたところ，そ
れが無理なら日陰の風通しの良い
ところ
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熱中症を防止する上で特に重要なこと
②有効な休憩所の設置
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熱中症防⽌に必要な対策として「休憩所の整備」が⾮常に重要
暑熱環境の評価と軽減

休憩回数・時間の増加
作業時間の短縮

水分・塩分の摂取

暑熱順化
（暑さに慣れる）

健康管理

救急体制の整備

熱中症教育

統括管理
（組織としての対策）

休憩所
の
整備

• 休憩所がきちんと整備でき
ていないと，せっかく休憩
しても体を冷やすことがで
きません。

• 体調が悪くなったときに休
む場所がなければ，救急搬
送しても助からない可能性
があります。



熱中症を防止する上で特に重要なこと
②有効な休憩所の設置
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熱中症を防止する上で特に重要なこと
③水分・塩分の定期的な摂取
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p 熱中症を防ぐためには，「定期的に水と塩分をと
ること」が必要です。

n 汗を多量にかいているときは，水だけ，塩分だけでは
不十分です。水分と塩分を両方とりましょう。

n 汗をかいていないとき，汗をあまりかいていないとき
は，水だけで十分です。

n のどが渇いてから，のどをうるおすだけでは全く足り
ません。

n 一時間にペットボトル1本以上が目安です。

n 定期的に，意識的にとるよう心がけましょう。

n 熱中症かな？ と思ったら，すぐに水分・塩分をとっ
てください。



熱中症を防止する上で特に重要なこと
④無理しない・無理させない
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p 少しでもおかしいと思ったら，無理をせずに休むことが重要
です。

p 下記のような症状が出たら，すぐに涼しいところで横になり，
水分・塩分を摂りましょう。
n めまい，立ちくらみ，手足がつる，こむら返り

p 下記のような症状が出たら，躊躇なく救急車を呼んでもらっ
てください。
n 頭痛，吐き気，嘔吐，意識障害，高体温

n 救急車が来るまでの間，体温を下げる努力をしてください。

p 作業開始前に，「休憩場所」と，「体調が悪くなったときの
連絡先」を確認しておきましょう。



５．芸術・芸能の職場における
熱中症対策を考える

p熱中症とは？

p熱中症の発生状況

p厚生労働省における熱中症対策と，
法令改正による規制強化

p労働現場における熱中症防止対策

p芸術・芸能の職場における熱中症対策を考える
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芸能の現場での熱中症対策

p 芸能の現場であっても，行うべき熱中症対策は他の業種と変わりませ
ん

p しかしながら，他の業種（建設業，製造業等）と異なり，芸能特有の
「特殊性」が存在します

n 衣装の特殊性（暑熱負荷が高い衣服がある）

n スケジュールが優先されることが多々ある(冬用の撮影を夏に撮影することも)

n 代役の困難さ，本番を止められない等の事情により，我慢しがち

n 多様な年齢層の混在と，変則的な労働時間

n 働き方が多種多様（個人事業主，業務委託 etc.）

p どのような対策が可能か，どのような対策が求められるのかを考え，
行動に移す必要があります
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暑熱ばく露の評価について
（芸能分野に置き換えて考えてみましょう）

p WBGT指数計の準備と測定

n 黒球付き測定器による測定

n 測定結果の周知

n 測定できない場合は，環境省の公表値を
活用

p WBGTを用いた暑熱環境の評価

n WBGT基準値表により評価

n 衣服による影響を加味すること

n 基準値を超えていた場合，何らかの対策
が必要

順化あり 順化なし

安静 33 32

低代謝率 30 29

中程度代謝率 28 26

高代謝率 26 23

極高代謝率 25 20
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WBGTによる暑熱リス
クの評価
（一般的な作業用）

⾐服補正値を加えたWBGT値が
この値を超えている場合

何らかの対策が必要

熱中症発症リスクが⾼くなると
⾔われている，
「深部体温38℃以上」になる
可能性あり

出典：ISO 7243（JIS Z 8504），厚労省通達

これを芸能作業に当てはめたらどうなるか？
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WBGTによる暑熱リスクの評価
（芸能分野における
作業・動作の当てはめ）

⾐服補正値を加えたWBGT値が
この値を超えている場合

何らかの対策が必要

熱中症発症リスクが⾼くなると
⾔われている，
「深部体温38℃以上」になる
可能性あり

出典：ISO 7243（JIS Z 8504），厚労省通達を元に
芸能分野における作業の負荷を推定して当てはめ

※各作業の負荷についてはあくまでも推定です

（軽い手作業）
シナリオを書く，タイピング，設計図
を描く，デザイン画・絵コンテを描く，
衣装を縫う，パソコン作業，運転，カ
メラ位置に立ち続ける
※目安：2.5km/h以下での平坦な場所
での歩き

（継続的な腕・足・胴体の作業）
マイクをブームで持ち続ける，フィルムカメ
ラ等を手持ちで長時間撮影，感情の起伏の大
きい演技をする，緊張を伴う長時間の演奏
幕の上げ下ろし（手動の場合），すっぽんや
奈落・舞台袖など暗所での作業や衣装の早替
え
※目安：2.5～5.5km/hでの平坦な場所での歩
き

（強度の腕・胴体作業、重量物の運搬）
美術装飾の製作（トンカチ，木のカット），荷
下ろし，荷揚げ，大道具の運搬，舞台やスタジ
オ・イベント会場の搬入搬出作業及び設営，ス
タジオや劇場の天井部分での照明のセッティン
グ，時代劇や甲冑などの衣装の演技，交通事故
の演技，数千名を対象にした歌唱やダンス等の
演技
※目安：5.5～7km/hでの平坦な場所での歩き

梯子や脚立・イントレに上り下りをする，激
しい運動を伴う演技（アクションシーンな
ど），ぬいぐるみを着てダンスやパフォーマ
ンス，高所からの落下の演技
※目安：7km/h以上での平坦な場所での歩き



衣服による暑熱負荷の評価
（WBGTへの衣服補正）

p 熱中症リスクは，透湿性の高い素材の衣服
では低く，透湿性の低い素材の衣服では高
くなる。
n 着用する衣服によっては，熱中症リスクが高く

なる点に注意。

小 熱中症リスク 大
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大 通気性・透湿性 小

衣服 WBGT補正値
作業服 0
つなぎ服 0
単層のSMS不織布製のつなぎ服 0
単層のポリオレフィン不織布製つなぎ服 2
織物の衣服を二重に着用した場合 3
つなぎ服の上に長袖ロング丈の不透湿性エ
プロンを着用した場合

4

フードなしの単層の不透湿つなぎ服 10
フード付きの単層の不透湿つなぎ服 11
服の上に着たフードなし不透湿のつなぎ服 12
フードがある場合の加算 +1

測定されたWBGT値に，衣服による補正値を加算した値で評価する。

CAV=0CAV=0 CAV=2 CAV=11出典：ISO 7243（JIS Z 8504），厚労省通達

これを芸能作業に当てはめたらどうなるか？



熱中症防止のための服装

p 熱中症リスクは，透湿性の高い素材の衣服
では低く，透湿性の低い素材の衣服では高
くなる。
n 着用する衣服によっては，熱中症リスクが高く

なる点に注意。

小 熱中症リスク 大
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大 通気性・透湿性 小

衣服 WBGT補正値
作業服 0
つなぎ服 0
単層のSMS不織布製のつなぎ服 0
単層のポリオレフィン不織布製つなぎ服 2
織物の衣服を二重に着用した場合 3
つなぎ服の上に長袖ロング丈の不透湿性エ
プロンを着用した場合

4

フードなしの単層の不透湿つなぎ服 10
フード付きの単層の不透湿つなぎ服 11
服の上に着たフードなし不透湿のつなぎ服 12
フードがある場合の加算 +1

測定されたWBGT値に，衣服による補正値を加算した値で評価する。

出典：ISO 7243（JIS Z 8504），厚労省通達



2026/8/5のNHK「クローズアップ現代」
でお伝えしたこと

p 個々の熱中症対策商品の効果を過信することは危うい

p （こうした対策に）効果があることは間違いないが，ファン付き
作業服を着ていても熱中症になってしまう可能性がある。高音に
なると熱風が吹き込むだけになって逆効果になってしまうことも
ある。

p 「これをすれば大丈夫」といった決定的なものがないのが現状。
必要なのは出来る対策は逃さずやる。全体的なリスクを減らして
いくしかない。

p WBGT値（暑さ指数）が基準値よりも高くなったらどのくらい休む
のかをきちんと決めて，ルール通り運用していく，強制的に一定
時間で休んでもらう，そういったところで予防的に熱中症を発症
しない状況にしていくことが一番大事である。
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NHK総合 8/5（水）19:32～20:45
クローズアップ現代「“酷暑”のニッポン 命と暮らしを守るには」



熱中症防止のための服装の選び方と
ファン付き作業服について
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p 可能な範囲で通気性の良い，涼しい服装を選びましょう。
n 服装によっては熱中症のリスクが高くなるものもあります。

n 芸能現場では，演出の都合で暑熱負荷の高いものを着用せざるを得ない場合
もあります。そのような場合は休憩時間を多く取るなど，他の対策を確実に
実施してください。

p ファン付き作業服など，有効性が確かな防暑服を用いるのも効果的
です。
n ファン付き作業服を着ていれば熱中症が防止できるわけではありません。

n ある程度の効果があることは確かですが，熱中症発症に関係する深部体温を
下げるほどの効果はありません

n 着ているからといって無理するのは禁物です。

n 芸能現場では，着用できる人や場所が限定される可能性があります。
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https://artsworkers.jp/necchuushou/



これから求められる
熱中症対策

p 夏場のロケ等は熱中症リスクが高
く，熱中症対策が必須

p 夏の間のロケを行わない現場も出
てきている

p 個人での対応では限界がある

p 今後は，発注者側，制作者側が熱
中症対策について真剣に考えてい
く必要がある

（2025/4/9 中日新聞社会面より，一部画像処理）
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芸能の現場での熱中症を防止するために必要と
思われること
p 無理をしない，無理をさせない現場

p 体調が悪い時にすぐに言える環境

p 発注者側，制作者側も含め，熱中症に対する知識を得る

p 休憩場所（体を休め，冷やせる場所）の確保

p 暑さに応じて，休憩をきちんと取る

p 水分・塩分を定期的にきちんと取る

p 単独作業を避け，お互いに調子を確認しながら作業する

p 暑さに慣れておく（暑熱順化）

p 体調管理には気をつける

労働者・従事者側ではどうにもならない点が多く，実施が困難な現場も多いが，
各自が「できることを確実に行う」ことが最も重要。
発注者側，業界全体の意識改善が必要。
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まとめ

p 熱中症はやるべき対策を確実に行い，熱中症を発症したとしても
きちんと対処すれば，発症または重症化を防止できます

p 求められている対策をきちんとすることが重要です

p 芸能現場はその特殊性から，熱中症対策として出来ることが限定
される可能性があります

pそのような場合は，「出来ることを確実にすること」が最重要で
す

p スタッフや出演者側に出来ることには限界がありますので，発注
者側は熱中症対策に留意してください

p まずは現場での熱中症対策がどうなっているのか，休憩所はどこ
にあるのか等，確認しましょう
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ご清聴ありがとうございました

今後も暑い夏は続くと思いますが，

皆の力で熱中症を防止していきましょう！
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